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第１章　経営戦略の趣旨

１．これまでの経緯と改定の趣旨
　当市の公共下水道事業＊は、主に住環境の改善と河川などの水質向上を目的に、１９６４年度に事
業着手し、６０年以上が経過しました。地方財政法上の「公営企業」として、住民生活に資する重
要なインフラである下水道＊施設の整備・維持を行うとともに、継続的な下水道サービスを提供し
ています。
　この間に、日本の社会情勢は人口減少や大規模災害の発生などにより大きく変化し、下水道施設
の老朽化の進行などもあり、下水道事業の経営環境は年々厳しさを増してきました。公営企業とし
て下水道事業を持続させていくためには、中長期的かつ計画的な施策の展開、徹底した効率化・経
営健全化を行うことが必要です。
　そのため、２０１２年３月策定の「町田市下水道ビジョン」において基本理念及び基本方針を定め、
実行計画である「町田市下水道アクションプラン」により事業を進めてきました。また、２０２０年
度からは地方公営企業法の財務規定等を適用し、経営成績や財政状態を迅速・容易に把握し、より
的確な経営分析が可能となる「公営企業会計」に移行しました。２０２１年３月には、アクションプ
ランを引き継ぐ中長期的な経営の基本計画として、「未来につなぐ下水道事業プラン（町田市下水
道事業経営戦略）」（以下、「経営戦略」という。）を策定し、持続的かつ安定的な下水道経営の実現
を目指し取り組んでいます。
　「経営戦略」の策定から５年が経過し、これまでの事業進捗状況や経営分析結果、下水道事業を
取り巻く昨今の社会情勢や各種の将来推計などを踏まえた課題の洗い出しにより、喫緊あるいは中
長期的に解決していくべき多様な課題が明らかになってきました。これらの課題に対応し、事業計
画の実効性を高め、経営基盤の強化と財政マネジメントの向上を推進していくためには、「経営戦略」
において策定した中長期的な計画について、見直しを行う必要があります。
　そこで、今後も持続的かつ安定的な下水道経営を実現していくため、「経営戦略」の改定を行い、「未
来につなぐ下水道事業プラン（町田市下水道事業経営戦略）２６－３５」（以下、「経営戦略２６－３５」
または「本計画」という。）として策定することとしました。

 　「公営企業」とは、地方公共団体が住民の福祉の増進を目的として設置し経営する企業です。その事
業に伴う収入によって経費を賄い、自立性をもって事業を継続していく「独立採算制の原則」が適用さ
れ、特別会計を設けて経理を行います。
　地方公営企業法の適用により「公営企業会計」へ移行することで、会計方式が発生主義・複式簿記と
なり、損益取引と資本取引を区別する経理方法となります。また、貸借対照表や損益計算書などの財務
諸表を作成することになります。

 「公営企業」と「公営企業会計」
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２．経営戦略の概要
 ⑴　位置付け
　本計画は、町田市全体計画の実現に向けた下水道事業の上位計画である「町田市下水道ビジョン」
の実行計画に位置付けられます。

図１－１　経営戦略２６－３５の位置付け

町田市全体計画（上位計画）

連携・相互補完

下水道事業の計画（部門別上位計画）

実行計画

経営基盤の強化と財政マネジメントの向上

下水道ビジョンに基づく
“中長期的な経営の基本計画”

202６年度から203５年度までの10年間

パブリック
コメント

策定目的 ：
市民、

事業者の
意見・質疑
（随時）

位置付け ：

計画期間 ：

位置付け ： 下水道サービスを持続・安定的に提供していく上
での基本方針等を示した計画

計画期間 ： 2012年度から、概ね30年先を見据えた計画

パブリック
コメント

 策定目的 ： 長期的な視野に立ち、今後の下水道事業のあり方
に関する基本的な方針や施策の方向性を示し、市
民・事業者の下水道事業への理解を深め、協力を
得ながら着実に下水道の役割を果たすこと町田市

下水道ビジョン

未来につなぐ

下水道事業プラン

（町田市下水道事業

経営戦略）26-35

下水道事業審議会の審議内容（委員の

計画名：「町田市5ヵ年計画22-26」
（2026年度まで、以降の名称未定）

意見・質疑等を含む）及び資料公表
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 ⑵　構成
　本計画では、基本的な構成や内容は改定前の経営戦略（以下、「前計画」という。）を踏襲しなが
ら、新たな項目として第８章「経費回収率向上に向けたロードマップ」を加えています。
　下水道事業を取り巻く状況の変化や前計画の振り返りに基づき、課題の再整理と推計を行い、基
本方針に沿って「効率化・経営健全化の取組み」「１０ヵ年の事業計画」「経費回収率向上に向けたロー
ドマップ」を検討し、それらを反映した「投資・財政計画」を策定しています。

図１－２　経営戦略２６－３５の構成

図１－３　経営戦略２６－３５の計画期間

図１－２

第１章 経営戦略の趣旨 第４章 経営の基本方針

第２章 下水道事業の現状と課題 　『効率的で健全な経営を図り、

第３章 下水道事業を取り巻く将来推計 より良い下水道サービスを提供する』 

第５章 効率化・経営健全化の取組み

第６章 10ヵ年の事業計画

PDCAサイクル 第８章 経費回収率向上に向けたロードマップ
による進捗管理

第９章 進捗管理 第７章 投資・財政計画

未来につなぐ下水道事業プラン（町田市下水道事業経営戦略）26-35

反映

 ⑶　計画期間
　本計画は、前計画の計画期間後半５年間を引き継ぐ、改定版の計画として策定します。
　中長期的な視点で経営基盤の強化と財政マネジメントに取り組むことを趣旨とした計画であるた
め、計画期間は２０２６年度から２０３５年度までの１０年間とします。

～ 2020 2021 2022 2023 2024 2025 2026 2027 2028 2029 2030 2031 2032 2033 2034 2035

町田市
下水道
ビジョン

策定

改定

改定
（予定）

【改定版：26-35】（２０２６年３月策定）

計画期間：２０２６年度～２０３５年度

【次期改定版】（2031年3月予定）
計画期間：２０３１年度～２０４０年度

計画名
         年度　　　

計画期間：２０１２年度～概ね３０年先を見据えた計画

未来につなぐ

下水道事業
プラン
（町田市

下水道事業
経営戦略）

【前計画】（２０２１年３月策定）
計画期間：２０２１年度～２０３０年度

分析・評価（毎年度）、見直し
次期改定版に引き継ぐ（予定）

分析・評価（毎年度）、見直し

改定版に引き継ぐ
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